
いじめ問題に関する学校評価についての学校関係者評価 

いじめ防止

の観点  

評価  

（昨年） 

妥当性 

〇△ 

取 組 内 容  学校関係者評価の意見  

 

  

１ 日頃の児

童生徒理解  

  

  

   

  

３.６ 

 (3.5) 

  

 
 
 
○９ △１ 
 

おおむね妥当 

○生徒との会話や生活日誌、朝の健康観察な

ど、日頃から生徒のサインに気を配り、生徒

理解やトラブルの発見に努めた。  

○日々の出欠状況をホワイトボードで確実に把

握し、家庭連絡や生徒指導に生かした  

○毎朝、多くの職員が生徒玄関や教室を巡回し

て挨拶を行うことで生徒を見守り、その様子

を把握した 。 

○欠席家庭への連絡や連続欠席家庭への家庭訪

問を行い、状況把握を行った。 

○生徒が一人で問題を抱え込

まないように今後も話し

やすい環境づくりや適切

な支援をお願いします。 

▲評価値に疑問を持たれ

た方が 1名おられた。 

（理由は無回答） 

  

  

  

２ 未然防止

や早期発見  

  

  

  

  

３.６ 

 (3.4) 

 
 
 
 ○１０ 
 
 妥 当 

○心の教育の充実を目指し、人権・道徳教育の

充実に努めた。  

○毎月、生活アンケートを行い、学校生活や家

庭生活などの困り事や心配事の把握に努め

た。  

○５月の休校時に家庭訪問を行ったり、７月に

面談を行ったりする中で、生徒の困り感や不

安感を把握した。 

○コロナ感染防止に加え、不確定な情報に惑わ

されたり、誹謗中傷を行ったりすることがな

いように、集会や学級で指導を繰り返した。 

 ○未然に防ぐことも重要で

すが、該当事案が発生し

た場合の対応は、立場に

即して行うように、引き

続き御尽力ください。 

  

 

   

３  いじめへ

の迅速適切な

対応  

 

  

 

３.６ 

 (3.2) 

 
 
 
○９ △１ 
 

おおむね妥当 

○生徒のサインや気になる行動を職員間で伝え

合い、個に応じたきめ細やかな対応に取り組

んだ。また、スクールカウンセラー(ＳＣ)や

心の相談員、特別教育支援員と連携し、細や

かな対応を行った。 

○毎週の特別支援教育部会、生徒指導部会で各

学年の状況を共有し、方針を確認するととも

に、生徒指導事案については、迅速に複数職

員で対応するなど、共通実践を図った。 

○職員の気づきや生徒からの情報提供などによ

り、問題や生徒の心配事を早期に察知し、対

応した。 

▲評価値に疑問を持たれ

た方が 1名おられた。 

（理由は無回答） 

 

 

 

   

  

４ 組織的な

取組  

  

  

   

  

３.５ 

(3.5)  

  

 
 
 
○９ △１ 
 

おおむね妥当 

○生徒指導部会で、服装の移行期や身なりなど

を自己管理の視点で見直しを図った。 

○特別支援教育部会で情報共有し、養護教諭や

ＳＣ、心の教育相談員などが学級担任と連携

して生徒に寄り添う指導や見守りを行った。  

○深刻な事案に対して町教育委員会や子ども政

策課など関連機関と連携して迅速に対応し

た。 

▲評価値に疑問を持たれ

た方が 1名おられた。 

（理由は無回答） 

  

 

  

  

５ 方針等の

共有  

（保護者・地

域）  

  

 
 
 
３.３ 
(3.4) 

 
 
 
 ○１０ 
 
 妥 当 

○いじめ防止基本方針を見やすい様式にして、

生徒に説明して、各家庭に配付した。  

○メディア安全講習会を生徒向けとＰＴＡ研修

会とで、実施した。 

○家庭教育１０か条を、生徒のあいさつ運動や

通信を通じて推進した。また、日々の意識づ

けのため、町の生涯学習課に依頼して、クリ

アファイルを全生徒に配付した。 

●新型コロナウイルス感染防止のため、保護者

や地域との会合が中止となり、方針等の共有

が難しかった。 

○新型コロナに関しては子供た
ちより、私たち大人、保護者
側がいじめや差別につながる
ような感覚、行動を取ってい
る。正しい人権意識を大人が
持つべき。その意味では、Ｐ
ＴＡとして啓発にもっと力を
入れた方がよかったと反省し
ています。 

○長与中学校の子供たちは、明
るく、登下校時に子供たちの
方から挨拶をしてくれます。 

○地域との連携や情報共有が具
体的にできればいいのです
が。 

             ※ 達成度（４．そう思う ３．だいたいそう思う ２．あまり思わない １．思わない）    


